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 令和６年度（2024年度）第１回部活動・地域クラブ活動関係者会議議事録

 

 １　日時：令和６年10月22日（火）　13時30分～15時05分

 ２　場所：Zoomによる遠隔会議（かでる２・７　310会議室から配信）

 ３　説明：部活動改革推進課　高橋課長補佐から資料に沿って説明

 　(1) 「北海道の部活動の在り方に関する方針」及び「道立学校に係る部活動の方針」に沿った取組の現状や課題について

 　(2) 「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」に沿った取組の現状や課題について

 ４　情報提供：北海道中学校体育連盟　吉本会長から資料に沿って説明

 　・令和９年度からの全国中学校体育大会の開催に係る日本中学校体育連盟の動向と北海道中学校体育連盟の対応

 　・部活動参加生徒数等の状況

 　・北海道中学校体育大会における地域クラブ活動の参加状況等

 ５　意見交換等内容                                                          　　　      ○構成員　●事務局

 

  (1) 「北海道の部活動の在り方に関する方針」等に沿った取組の現状や課題について

  【観点】

 　・本年３月に改定（暑さ指数(WBGT)31℃以上となった場合は、原則、部活動を行わないこととした）した「北

 　　海道の部活動の在り方に関する方針」に係る運用状況や熱中症対策等について

 

 ○中体連（吉本校長） 　熱中症対策について、５月に道教委から本連盟に対し、大会等における熱中症事故の防

  止についての依頼文書があり、６月には日本中体連の会議において、暑熱対策について十

  分に留意しながら大会運営をすることの共通理解が図られた。 

  　これを受け、北海道中体連では６月25日に全道大会における日程の工夫や、実施方法の

  工夫といった熱中症対策を取りまとめた。また、大会中、大会後についても、生徒の健康

  観察をしっかり行う旨を各競技の専門委員長、各地区の中体連に周知した。その中で、熱

  中症特別警戒アラートが発表された場合は、大会の中止を検討することとし、子どもたち

  の命を最優先にした大会を心がけた。幸い、今年度そのような状況にはなかったが、これ

  を共通認識した上で大会運営にあたった。 

  　一方で、全道大会は全国大会につながる大会でもあるため、大会が中止になったときに

  全国大会出場チームや選手をどのように選考するのかという課題があった。これについて

  は、大会が始まる前に競技ごとに検討し、代表者会議等を通じて大会前に参加者へ周知し

 た。今年度の熱中症に関わるこのような対策は、今後においても非常に大切と感じた。

 

 ○高体連（駒井校長） 　道の方針で決められたことを高体連の総会で、加盟校の全校長に改めてお伝えし、暑さ

  指数31℃以上になったときは部活動を中止すること、大会についても中止することの徹底

  について御協力をお願いしたところ。 

  　全道大会を含めた大会に関しては、加盟専門部の専門部長や専門委員長が集まる席にお

  いて、同様に活動を中止すること、命には替えられないことを徹底するとともに、必要に

  応じて暑さ指数の測定器を準備し、必ず測定をしながら大会運営を行うようお願いしてい

  る。 

  　全道大会の多くの種目に足を運んだが、どの会場でも暑さ指数を測定しながら大会運営

  していただいていた。大会期間が６月から７月の上旬にかけてだったので、幸い、暑さ指

 数が31℃を超えることはなかったが、すべての種目において熱中症対策の意識を高くもっ

 て取り組んでいただいたと感じている。

 

 ○中学校長会（坂本校長） 　校長会として調査をしたわけではないが、多くの学校で暑さ指数計を購入して部活動を

  行っていると思う。また、夏休み期間中は、環境省の熱中症予防情報サイトを活用し、予

  測を確認し、翌日の活動時間を朝や夕方にずらす事例や、メールの配信サービスを利用し

  て部活動を運営している事例を聞いたことがある。どこの学校も熱中症対策は重視してい

 ると認識している。

 

 ○高等学校長協会（相馬校長） 　３月の部活動の方針改定により、暑さ指数31℃以上では部活動を行わないこととなった

  が、これについては昨年度の夏場から危機管理という観点で熱中症対策が話し合われてい

  たので、すんなり対応できたと思っている。また、暑さ指数計を購入した学校も多くある。

  なお、昨年度に比べると夏場の暑さ指数が31℃を超えることはほとんどなかったので、運
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 用上は特に問題なかったと感じている。

 

 ○高野連（坂本校長） 　本連盟は、日本高野連からの指導のもとに大会を行っており、暑さ指数についても十分

  配慮している。 

    このほか、理学療法士など専門家の方も大会に配備し、万全の対策をとって熱中症対策

 を行っている。

 

 ○道特Ｐ連（篠塚理事） 　事前に自分の子どもが所属する学校の管理職に本意見交換の観点を見てもらい状況を確

  認したので、知的障がいの高等支援学校の状況ということで紹介したい。 

    まず、暑さ指数についての取組だが、子どもが通う学校は札幌市手稲区にある市内でも

  結構暑い場所にある。 

  　部活が設定されている日は、環境省の情報サイトを第一弾の情報として全職員で確認を

 している。WBGT31℃以上の場合は活動中止だが、31℃に達していない場合も、活動場所に

 よっては暑さ指数が違うため、測定器を持参し、一定時間の観測を行う。その上で部活を

 実施するかどうかの判断をしているとのことだった。 

 　同じ校内でも、場所によって、風とおしの良い場所やそうではない場所があり、場所に

 よって、例えば「今日はここの教室使えないね」などの事態が起こっている。 

 　本校では、知的障がいと発達障がいの子がほとんどだが、熱中症対策の取組として工夫

 していることとして、４点ほど先生の方から紹介いただいた。 

 ・外の部活、サッカー部と陸上部に関しては、休憩場所と日陰作りのために「テント」を

 　設置している。 

 ・休憩時間を多く取り、短時間間隔での活動プログラムにする。 

 ・個人で暑さに対する体質が違うため、休憩時には顔色や本人の状態を確認する。 

 ・氷や保冷剤を大量に準備し、足や腕を冷やせるようにする。 

 ・塩分タブレットを準備する。 

 　課題としては、特別支援学校では、自分の体調変化に気づくことが難しい生徒が多いこ

 と。また、頑張りすぎてしまうこともあるため、屋外の部活動でも屋外と室内の活動を交

 互に組み合わせて取り組み、活動の流れの中で自然と少し休める時間を作って工夫してい

 るとのことだった。

 

 ○道スポ協（酒井事務局長） 　日本スポーツ協会においても、WBGT31℃以上は活動しないという基準は示されているの

  で、競技団体やスポーツ少年団の方にもその旨の周知はしっかり図っていくとともに、我

  々が関わる部門や大会に関しては、要項の中に、そういう状況になれば活動は中止という

  ことを事前に周知させていただいた上で活動を実施している。 

  　あとは、現場に測定器をしっかり持ち込んで、状況を確認しながら実施をしていく。子

  どもたちの命を守る行動については、我々もしっかり配慮しているところだし、周知もし

 っかり行っているところ。

 

 ○座長（志手教授） 　暑さ指数の基準が示されたが、幸い今年度は昨年度ほどの暑さではなかった。ここ数年

  で北海道でも気候が変わってきているので、色々なところで慎重に扱っていかなければな

 らない。

 

 (2)  「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」に沿った取組の現状や課題について 

  【観点】 

 　・人材確保に向けた現状や効果的な取組、指導者確保が困難な場合の対応などについて

 

 ○道特Ｐ連（篠塚理事） 　私の子どもが所属している学校の先生方の御意見を２点紹介する。 

  ・特別支援学校については、保護者や地域の方々に指導をお願いすることは難しいという

  　認識がある。理由として、生徒の実態に応じて、言葉掛けや促しを行う必要があること。

  　また、「見守りだけでも可能か？」という点でも、行動の特性を理解していただくことが

  　大切であり、ただ「部活動に取り組む」という内容にはならない。普通高校も同様だと

  　考えており、部活動を通して「何を学ぶことができるか」の視点で見守りやサポートを

  　していただける人材が必要。 

  ・効果的な取り組みとして考えられることとして、特別支援であれば、近郊の特別支援学



- 3 -

  　校間で声を掛け合って、部活動の人材を確保するのはどうか。ただ、どこかの学校に集

  　合し、部活をするときの生徒の交通費はどうするのかという移動のお金は課題になりそ

  　うだ。 

  　このほか、過去の本会議における意見交換で、効果的にコミュニティスクールを活用し

  ている市町村があったと記憶している。札幌市や道でもコミュニティスクールが浸透して

  きているが、地域の課題を解決していくという使命もあるかと思うので、人材の確保とい

  った課題に対しても、PTAの人たちに声をかけていくとか、構成員の大学の先生や町内会長

 さんなど、色々な方に声をかけていただき、そこで人材を掘り起こすのも一つなのかと思

 っている。

 

 ○座長（志手教授） 　キーワードでコミュニティスクールというのが出てきたが、この点に関してどなたか情

 報を提供できる方はいるか。

 

 ○総合型地域ＳＣ協議会（井上会長） 　部活動の在り方検討支援アドバイザーを拝命しており、昨年、オホーツク管内のある町

  にお邪魔した。部活動の地域移行は、検討協議会を設置し検討が進められるが、その町で

 はコミュニティスクール自体が検討協議会の構成員であり、まさしく地域の課題を解決す

 るということで精力的に取り組まれており印象的だった。

 

 ○道スポ協（熊耳アドバイザー） 　総合型クラブの設立ということで御相談いただいた中で、留寿都村では、学校運営協議

  会の中身で取り組んでいきたいということで、中学校の校長先生からお声かけをいただい

 た。留寿都村では義務教育学校が令和10年に開校する予定で、校舎も新しくなるが、これ

 をきっかけに地域のコミュニティの場として、しっかり活用できる建物にもしていくため、

 コミュニティスクールや学社融合の協議会など色々な組織ができている。加えて部活動の

 地域移行という大きな課題があり、色々な団体が色々な角度から動いているところだが、

 これをきっかけに今一度各地域を見つめ直し、包括的に地域の文化スポーツ、教育全体も

 含めて考えるという視点で協議が進められたら良いと感じている。 

 　指導者に関して、競技志向の子どもがいる中では専門的知識のある指導者の存在が重要

 だと思うが、今私たちがこの部活動の地域移行をきっかけに考えていくところとして、そ

 ういった子どもたちだけでなく、楽しみながらいろんなスポーツをしたい、いろんな年代

 の方とスポーツや文化活動を楽しみたいといった志向に対するサポートも必要。その際、

 実は地域には支えてくださる方がいっぱいいるというところが、留寿都村のサポートを通

 じて感じているところ。競技資格をもっている方とかではなく、地域の中で子育て支援に

 興味のある方だとか、もともと教員をしていて引退したけど何か子どもたちに関わりたい

 という方はいっぱいいるので、そういったところに目を向けながら地域全体で話し合って

 いくことは大切ではないかと思う。

 

 ○座長（志手教授）   指導者の確保も色々な形があるが、どのようなニーズがあるかということで、競技に特

 化するだけではなく、そこを一般化しなければならないというところも感じた。

 

 ○石狩中文連（水崎校長） 　江別市は比較的合唱よりも吹奏楽が盛んな市であるが、その中でマンドリン部がずっと

  継続されている中学校もある。専門の指導者は少ないが、聞くところによると子育てを終

  えたOBから指導をしてみたいという声をいただくこともあるようで、何とかつなげられた

  ら良いと思う。 

  　また、江別市では、試行的に野球とバドミントンとバスケットの退職された先生方が部

  活動の指導員として入っている。文化面では、今週末に北広島市の芸術文化ホールで、石

  狩管内の主に合唱部の演奏会を行うが、現在、大きな規模の学校でも部員が10人に達して

  いないことが増えているのが現状。その中で例えば、単独でも演奏するが、２～３校合同

  での演奏で、より深みのある演奏を目指す取組も行っている。また、これは私見だが、例

  えばママさんコーラスと合体して活動するとか、ママさんコーラスの指導をしている退職

  された音楽の先生も人材としているので、そういった人とつながっていくと、厚みのある

  人数で、より充実感をもって活動できるのではないかと考えているが、まだそこまでには

  至らない。ただ、吹奏楽や美術よりも比較的道具の少ない合唱の方が集まりやすいのでは

 ないかと思う。
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 ○高文連（加藤校長） 　全体は把握し切れていないが、各校、部活動指導員等を活用して何とか対応しようとい

  う学校が多いかと思うが、その指導員が足りているか、確保されているかというところが

  課題。そのため、各校のニーズを把握した上で、それを担う人材がいるのかマッチングさ

  せていくような機能をどこかで持たないと難しいのではないかと個人的に思う。 

 部活動指導員は引率も可能となるので、学校としては有益な人材ではないかと思う。

 

 ○都市教委連（牧野教育長） 　当市では、７月に児童生徒及び小中学校教員、さらには一般の方に対してアンケートを

  行った。その中で、指導者を希望する方が2.5%、さらに条件次第で希望するという方が15.

  8%、合わせて18%ほど希望される方がいた。この「条件次第」というのが、開始時間による

  ということで、平日であれば18時以降という希望が多数を占めている。その次の条件とし

  ては、報酬がいくらになるかというところで、これにより参加していただけるかどうかが

  決められると考えている。 

  　そのほか、指導者の確保に関しては、近隣の滝上、興部、西興部、雄武の５市町村で地

  域クラブを展開したいなという構想を持っており、そうすることにより、生徒とともに、

  指導者も一緒に来てくれることを期待し、現在、調整しているが、面積的には神奈川県や

 沖縄県よりも広い面積を有しているので、その中で子どもたちが通ってくるのは、時間的

 な負担が大きいのかなという点で苦慮しているところ。

 

 ○町村教委連（小川教育長） 　当町は地域移行の取組が遅れており、先月、ようやく関係者の協議会が立ち上がり、来

  月あたり、生徒や保護者、先生方を対象とするニーズを把握する調査を実施する予定。 

  　指導者の人材確保については、当町はかねてからスポーツも文化活動も活発な地域性が

  あり、スポーツ協会と文化協会を中心に、それぞれの種目毎にスポーツ愛好団体があり、

  これらの団体がある程度、地域移行の受け皿になり得ると考えている。このほか、総合型

  地域スポーツクラブがあるので、受け皿的にはさほど困らないと思っているが、一番のネ

  ックは、指導員を確保できても、その指導可能な時間が中学生の活動時間とマッチするか

  というところ。部活動は、だいたい放課後午後３時半から５時半の約２時間行われる。地

  域の指導員の方は日中仕事をされている方が多いので、仕事が終わってからとなると、だ

  いたい午後５時や６時からでなければ稼働できないという、その辺のミスマッチが少し心

  配される。そこで、活動の見守りを行っていただくこととか、ゆるやかな人員の確保も考

  えられるが、特にスポーツ競技においては、万が一事故が発生した際の責任問題が発展し

  た際に、見守りだけの方にお任せするのも多少懸念があるのかという気がする。 

  　個人的には、平日は、日中仕事をしていない時間を取れる方に対応してもらい、仕事を

  している方は土日休日の方という棲み分けがうまくできればいいのかなと考えている。 

  　市町村の教育委員会の立場として国や道に是非ともお願いしたいこととしては、指導員

  の方の人件費的なもの。100%ボランティアというわけにはいかないので、そこは指導員の

  配置支援ということで、2/3の国や道の補助があれば、指導員の配置も持続可能な形になれ

  ば指導員の確保は進めやすいのかと思う。そういう財源の担保というのが市町村としては

 一番気になるところ。

 

 ○総合型地域ＳＣ協議会（井上会長）   沢山の町を訪問しているが、指導者がいないというのが一番の悩みというところが多い。

  結局のところ、学校の部活動をそのまま地域に平行移動しようとしている考え方が根っこ

  にあるので、その時間に指導する人がいないという話になってしまう。それと、部活動も

  いまある中学校にある部活動をそのまま地域でやろうとする。それが果たして良いのかと

  いうと、それを見直していかなければならないと思う。 

  　バーンアウトする子どもやオーバーユースの子ども、少子化の背景もあるが、そういう

 こと考えていくと、マルチスポーツになったり、シーズン制になったり、複数の種目を楽

 しむこと、リーグ制の文化を作っていくことなども考えながらやっていかなければならな

 いのかなと。移行後は社会教育なので、そういうことを考えていかなきゃならないと思っ

 ている。 

 　また、道教委で指導者バンクをつくっており、これは「やっている感」があるが、集ま

 った人たちをなかなかうまく使えていないというところがあると思う。マッチングの問題

 もあるだろうし、都市部に集中し、地方には登録する方がいない。そういうことが、道の

 バンクだけでなくいろんな町でバンクを設置しているが、そういう傾向があると思う。そ

 のため、発想を変えた中で、プログラムバンクを考え方てみるというのも一つの手なのか
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 なと思っている。「何か教えたいことありませんか」という呼びかけも必要なのではないか

 と思った。 

 　指導者養成のところで、今ある中学校の部活動の指導者では、JSPOの競技別資格を持っ

 ているかなどで見がちだが、現場のことを考えると、子どもたちの安全対策やハラスメン

 トなどをきちっと見守れる、応援できる人たちを増やしていくことが、地域課題を解決す

 るためには必要だと思う。多くの大人の人たちが関わる中で子どもを育てることが必要に

 なってくるので、一部の競技指導者だけでなく、町独自、北海道独自の指導者養成のガイ

 ドラインを作っていく、指導者の指導書みたいなものを作って、研修会に参加した方には

修了証を発行したなかで、「いっぱい関わってください」と、そういうような仕組み作りも

必要ではないかと思った。

○中体連（吉本校長） 　先ほど、部活動改革推進課から提示された資料のなかに「町村長からの主な意見」とい

 う箇所があった。なかなか手厳しい意見もたくさんあると感じたが、ポジティブに考える

 とそれもすべて部活動の地域移行に正対して考えているからこその意見なんだと思ってい

 る。そのなかで一番目を引いたのが「当町は、課題が見えているので、新たな発想で取り

 組みたい」という意見である。トライアンドエラーを繰り返しながら今まで成し得ていな

 いことを着実に進めようとしている町の姿勢に対してとても心強く感じたところである。

 このようなトライアンドエラーはこれからも続いていくと思うので、部活動改革の推進は

 令和７年度に終わりではなく、それ以降も継続して取り組んでいく課題であると感じてい

 る。活動場所や指導者の確保の問題などといった環境整備についてもお話があり、まさに

 そのとおりだと思った。中でも、北海道スポーツ協会の熊耳さんの発言の中に、部活動の

 地域移行については地域の課題の一つとして継続して議論していくことが大事だという話

があった。私もそのとおりだと思う。特効薬的なことがないからこそ課題意識をもって少

しずつ歩みを進めていくことが、これから先大事ではないかと思う。

○道スポ協（酒井事務局長） 　今の話に関係するが、我々スポーツ協会としても、この部活動の地域移行の問題は、地

 域課題の解決だったり地域の振興であったり、そういった観点から考えていくことが重要

 だろうと考えている。その中で、道教委が町村長の皆さんへの説明に取り組まれているこ

 とは敬意を表したいし、引き続き続けていただきたいが、資料に掲載の意見を見ると、ま

 だ理解が進んでいない部分があるのかなと感じざるを得ないところがある。 

 　スポーツ協会も市町村長の皆さんの理解がこの問題には非常に重要だと理解しているの

 で、我々もできることは取り組んでいくが、ぜひ北海道レベルでも、道教委の皆さんは一

 生懸命取り組まれているが、地域の課題解決という観点からいけば、当然、道庁の知事部

局ともしっかり連携をとる形で取り組むのが理想だと考えているので、引き続き取り組ん

でいただければと思う。

 質疑（北海道中学校体育連盟からの情報提供関係）

○町村教委連（小川教育長） 　日本中体連としては、令和９年度から開催する競技と開催しない競技に振り分けられて

いる。北海道としてこれから決めるということで、全国大会につながる競技は、都道府県

レベルでも大会を行うと思うが、全国大会につながらない競技の中で、一部北海道段階で

実施する競技もあり得るのか。

○中体連（吉本校長） 　現段階では何ともいえない。そのようなことも含め、慎重に審議していきたい。本連盟

では、運営について持続可能という視点も大切にしながら進めていきたいと考えている。 

　個人的には、例えば部活動の設置率が高い競技についても、もし、運営を地域移行でき

るのであれば、積極的にやっていくことが進むべき道なのではないかと思っている。

まとめ

●事務局（高橋課長補佐） 　貴重な御意見ありがとうございました。 まず、熱中症関係については、各学校、団体か

 ら様々な取組を情報提供いただき大変感謝申し上げるとともに、日頃から子どもたちの命

 を守る取組に一生懸命取り組んでいただいていることに改めて敬意を表したいと思う。 

 　２点目、地域移行に関する諸課題についても、皆様から貴重な御意見をいただいた。今
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 後も皆様からいただいた御発言を参考にさせていただきながら、市町村と連携して地域移

行の取組を進めていきたいと考えているので、引き続き御協力をお願いしたい。

○座長（志手教授） 　持続可能なシステムをどのように作っていくかという観点が非常に重要。その中で、指

 導者の確保や財源の確保などの課題が出てきていると感じるし、部活動自体の在り方を抜

本的に見直す時期に来ているのではないかと思う。


